
相模原市立大野南中学校
令和７年度 第５号（通算：第２６２号）

令和７年９月１日発行 校長 及川秋人

学校教育目標：『憧れ 共に 始めの一歩』

○令和７年度 学校経営の基本方針：
人権尊重の考え方を基盤に、

豊かな心を育み、自己実現力を高める教育の推進

○重点項目:
【①学力の保障 ②豊かな心を育てる ③自ら考え､判断し､行動する力を育成する

④家庭・地域に開かれた学校の実現 ⑤学校運営における働き方改革の推進】

◇有意義な２学期に！
２学期が、始まって１週間が経ちました。振り返ると、今年の夏は、例年になく

酷暑の日々が多くありました。さらに、９月以降もかなり気温の高い状態が続くと
言われています。この１週間、生徒たちの様子を見に行くと、教室にエアコンがあ
るとはいえ、夏休み中の疲れも見せずに、とても意欲的に学習に取り組んでいまし

た。授業中、先生の説明や友達の意見に耳を傾けてしっかりと聞いていたり、グループでの話し合い等
の場面でも、真剣に話し合ってたりしていました。また、夏休み明けの単元試験等を実施する教科もあ
りますので、それに向けて一生懸命に頑張っている姿も見られました。生徒たちには、納得できる結果
をだしてほしいと願っています。
２学期は、南中祭をはじめ、校外学習など多く行事が計画されています。これらの行事等を通して生

徒たちには仲間と協力し、学級や学年、さらには縦割りの学年とのつながりや絆を深めて、有意義な２
学期にしてほしいと思っています。保護者の皆さまにおかれましては、まだまだ暑い日が続きますので
お子さまの体調管理に気を配っていただけたら幸いです。よろしくお願いします。

                             

◇部活動表彰等 おめでとうございます（敬称省略）
○バドミントン部

・市総合体育大会バドミントン大会 男子団体の部 ２位【県大会出場】
・ 同 女子団体の部 ３位
・ 同 男子ダブルス 中山主税（３－４） 横山晴人（３－１） ３位
・ 同 女子シングルス 本山莉月花（２－１） ３位
・ 同 女子シングルス 浅野莉乃（２－５） ５位

○ソフトボール部(大野台中との合同チーム）
・市総合体育大会ソフトボール大会 優勝【県大会出場】
・県総合体育大会ソフトボール大会 敢闘賞(ベスト８）

○陸上競技部 【ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ優勝旗】 

・県選抜陸上競技大会 女子共通走幅跳 岩橋彩吹（３－５） 優勝
・全日本通信陸上競技大会県大会 女子共通走幅跳 岩橋彩吹（３－５） 優勝
・関東中学校陸上競技大会 女子共通走幅跳 岩橋彩吹（３－５） 優勝
・全日本中学校陸上競技選手権大会 女子走幅跳 岩橋彩吹（３－５） ７位

○男子バレーボール部
・市総合体育大会バレーボール大会 男子の部 ３位【県大会出場】 

○サッカー部
・市総合体育大会サッカー大会 ２位【県大会出場】

○卓球部
・市総合体育大会卓球大会 個人の部 鋤柄 諒（２－２） ５位【県大会出場】 【全国７位:岩橋彩吹】



◇９月の行事予定
※９月のXデーで避難訓練実施
１日(月)諸活動なし
２日(火)教育相談(～10/30),学級ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会
４日(木)各種委員会(南中祭係別会議),体育部門ﾌﾞﾛｯｸ交

流会
５日(金)南中祭練習帰りの会延長開始
８日(月)諸活動なし
10日(水)体育部門学年練習(3年5校時,2年6校時)
11日(木)3年学力テスト,全校評議会,放課後学習会
12日(金)部活動部長会
15日(月)敬老の日【祝日】
17日(水)VIA大学(ﾃﾞﾝﾏｰｸ)授業参観, 体育部門学年練習
(3年5校時,1年6校時),放課後学習会
18日(木)体育部門ﾌﾞﾛｯｸ交流会,臨時体育部門委員会･南
中祭係別会議,選挙管理委員会
21日(日)秋季ｿﾌﾄﾃﾆｽ会場

22日(月)諸活動なし
23日(火)秋分の日【祝日】
24日(水)体育部門学年練習(2年5校時,1年6校時),3年合

唱ﾘﾊｰｻﾙ6校時
25日(木)放課後学習会,1年合唱ﾘﾊｰｻﾙ6校時,臨時体育部

門委員会,PTA本部会14:00,PTA運営委員会16:00
26日(金)体育部門予行(午後),全体帰りの会,南中祭係別
        会
29日(月)諸活動なし

・

【文責: 校長 及川秋人】

大野南公民
公館のホー
ムページで
す。

◇２学期始業式の「校長の話」より抜粋

○吹奏楽部
・相模原吹奏楽コンクール中学生の部A部門 銀賞

○演劇部
・相模原市中学校演劇発表会 会長賞【１２月県大会出場予定】

○ギター部
・全国学校ギター合奏コンクール２０２５ 銅賞

○その他
・相模原市中学校英語弁論大会 水流美依南（３－3） 優秀賞【10月県大会出場予定】 【演劇:会長賞杯】

･さがみはらプログラミングコンテスト 松岡 敦（１－1） 市長賞

私は、今年の夏休みに、以前から行ってみたいと考えていた岐阜県の八百津町（やおづちょう）にある杉原千畝
記念館に行くことができました。皆さんは、杉原千畝（すぎはらちうね）という人を知っていますか。彼は、戦時
中、ヨーロッパにあるリトアニアという国で、日本領事館の領事代理として働いていました。その仕事の内容は、
他国に出国するためのビザを発給するなどで、彼はその責任者でした。当時、ヨーロッパでは、(ナチス)ドイツの
ヒトラーがユダヤ人への迫害を行い、最終的に６００万人もの命が奪われました。そのような状況下で、多くのユ
ダヤ人は、迫害を逃れるためにリトアニアにある日本領事館に押し寄せ、日本への通過ビザ発給を求めました。し
かし、当時の日本は、ユダヤ人に日本を通過するためのビザ発給を許可していませんでした。領事代理として勤務
していた杉原千畝は、日本の外務省の指示に従うべきか、ユダヤ人の命を救うべきか、一晩中悩んだ挙げ句「外務
省を首になっても構わない。人として、ユダヤ人へのビザ発給をするべきだ。」という考えのもと、日本の外務省
の指示に背き、日本領事館閉鎖まで、寝る間も惜しんで２１３９通のビザを発給しました。その当時ビザは、１家
族につき１枚あればよかったので、杉原千畝の「発給したビザ」によって６０００人以上のユダヤ人の命が救われ
ました。記念館内を見て回っている中で、私の目に止まったものがありました。それは、彼が発給したビザで命を
救われた人からの手紙でした。そこには、「杉原さんは、私の命を救ってくれました。しかし、それは、私一人の
命だけではなく、私が生んだ子の命、さらにはその子が生んだ私の孫の命も救ってくださったのであり、とても多
くの数え切れない命を救ってくださいました。」と書かれていました。杉原千畝記念館を訪問し、多くの資料を見
聞したことで、私は、自分の考えをしっかりと持ち、その考えのもとで正しい判断をし、行動することの凄さを感
じさせられました。彼は終戦後、ソ連、現在のロシアで拘留され、帰国したのちは、外務省を辞めさせられること
になります。経済的にも厳しい日々が続きましたが、彼は、自分のとった行動に後悔などはしていませんでした。
そして、２０年以上の歳月が経ったとき、リトアニアでのビザ発給が日本国の指示ではなく、彼、独自の判断と行
動で行われたことが世に知れ渡りました。彼は、１９８６年に８６歳で亡くなりますが、死後、彼の行動は、世界
から称賛されました。そして、２０００年には、彼の素晴らしい判断と功績が称えられ、「勇気ある人道的行為を
行った外交官」として日本の総理大臣からも表彰されるのです。
  これからは、先の見えない予測困難な時代とも言われています。そのような中で、皆さんは、色々と考え、悩
み、苦労することも多いかと思いますが、それでも杉原千畝のように、しっかりと考え、人として正しい判断を
し、行動してほしいと思っています。また、２学期には、南中祭など多くの行事があります｡その時に、友人や学
級の仲間、先輩や後輩など、周りから感謝され、喜ばれる行動をしてくれることを期待して、２学期始業式の私か
らの話とします。２学期、新たな気持で頑張りましょう。
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